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会
期
中
の
来
場
者
数
は
三
〇
〇
人
を
超
え
る
盛

況
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
多
く
の
購
入
希
望
者
が

あ
り
、
嬉
し
い
悲
鳴
の
毎
日
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に

絵
画
で
五
割
以
上
、
工
芸
に
お
い
て
は
六
割
を
超

え
る
成
約
が
あ
り
、
今
回
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
出
来
た
こ
と
は
、
出
品
者
一
人
一
人
の
自
信

に
も
つ
な
が
り
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

最
終
日
午
後
四
時
か
ら
作
品
撤
収
に
先
立
っ
て

反
省
会
が
行
わ
れ
た
。
出
品
点
数
が
予
想
以
上

に
多
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
ジ
ャ
ン
ル
も
多
彩
で
見
ご

た
え
の
あ
る
展
示
が
で
き
た
こ
と
、
小
品
展
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
親
し
み
や
す
い
、
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
の
展
覧
会
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た

自
分
の
作
品
が
売
れ
た
こ
と
な
ど
、
よ
か
っ
た
点

に
加
え
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
の
あ
り
方
や
作
品

価
格
の
設
定
な
ど
に
つ
い
て
の
反
省
点
も
話
題
に

な
り
、
今
後
の
展
覧
会
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
、
全

員
が
一
歩
前
進
の
意
義
あ
る
反
省
会
が
で
き
た
。 

そ
し
て
最
後
に
、
当
面
の
目
標
で
あ
る
東
京
本

展
に
む
か
っ
て
、
全
員
が
新
た
な
気
持
ち
で
、
作

品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
約
し
、
解
散
し
た
。 

  

 

こ
う
い
う
世
相
の
中
で
も
絵
を
愛
し
、
描
く
こ
と

に
楽
し
み
を
見
出
し
、
悩
み
な
が
ら
描
き
続
け
て
ゆ

く
人
々
が
い
る
限
り
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
発

展
し
て
行
く
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

魅
力
あ
る
新
日
美
展
に
し
て
ゆ
く
為
の
お
手
伝
い

が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
変
微
力
な
の
で

戦
力
に
な
れ
る
も
の
か
不
確
か
で
す
が
、
皆
様
の
ご

指
導
を
頂
き
な
が
ら
協
力
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

こ
こ
十
数
年
、
“
不
安
定
の
安
定
構
図
”
“
主
役
を

鮮
明
に
”
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
試
み
て
は
い
ま
す

が
、
果
た
し
て
作
品
に
“自
分
流
”が
、
ど
れ
だ
け
表

現
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
？ 

 

三
十
歳
後
半
に
衝
撃
を
受
け
た
、
あ
の
常
滑
を 

れ
は
街
を
一
変
空
が
雄
煙
で
息
づ
く
風
景
は
そ
こ

に
は
な
く
、
澄
み
切
っ
た
空
、
役
目
を
終
え
た
煙
突

群
、
立
派
な
陶
磁
器
会
館
、
可
愛
ら
し
い
工
芸
土

産
店
、
整
備
さ
れ
た
散
策
路
等
が
私
を
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

 

目
の
前
の
風
景
に
昔
の
記
憶
を
辿
り
な
が
ら
の
制

作
は
、
自
分
流
表
現
の
挑
戦
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
） 

焼
き
物
の
街 

常
滑
に
魅
せ
ら
れ
て 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
原 
修 

 

兵
庫
県
尼
崎
市
に
住
ん
で
い
た
頃
、
知
多
半
島

の
河
和
に
あ
る
会
社
の
保
養
所
に
家
族
総
出
で

出
掛
け
た
時
の
事
で
す
。 

 

家
族
総
出
と
い
っ
て
も
家
内
と
小
学
校
に
上
が

る
前
の
長
男
の
三
人
、
い
や
、
お
腹
の
中
で
暴
れ

回
っ
て
い
る
次
男
が
い
ま
し
た
の
で
三
・五
人
？ 

 

ド
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
な
が
ら
保
養
所
に
向
う
途

中
常
滑
の
街
を
通
り
が
か
る
と
、
天
を
突
き
差
す

煙
突
群
が
、
目
前
に
飛
び
込
ん
で
来
ま
し
た
。
常

滑
の
焼
物
工
場
は
ス
ケ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
れ
に
は
大
変
な
驚

き
と
興
奮
を
覚
え
ま
し
た
。 

 

も
う
す
ぐ
六
歳
に
な
る
長
男
は
、
登
り
下
り
の

多
い
路
地
に
規
律
正
し
く
、
あ
る
い
は
無
造
作
に

積
み
上
げ
ら
れ
た
土
管
や
甕
の
間
を
走
り
回
り

、
時
折
ス
ケ
ッ
チ
に
夢
中
の
私
の
傍
に
来
て
は
、
彼

な
り
の
落
書
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
時
の
ス
ケ
ッ
チ
を
基
に
描
い
た
油
彩
の
作
品

数
点
が
色
褪
せ
て
、
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
、
薄
汚
れ
た
人
間
味
溢
れ
る
パ
リ
の
裏

街
へと
心
は
飛
ん
で
行
き
ま
す
。 

哀
愁
の
漂
う
そ
の
裏
街
の
表
現
方
法
に
苦
慮
し
て

い
る
時
、
一
冊
の
美
術
雑
誌
に
出
会
い
ま
す
。
そ

の
雑
誌
は
ア
ト
リ
エ
出
版
社
発
行
の
「
ア
ト
リ
エ
」
（

昭
和
五
十
一
年
五
月
号
）
、
テ
ー
マ
は
構
図
と
色

彩
。 

 

著
者
の
作
品
を
事
例
に 

“
構
図
は
バ
ラ
ン
ス
感

覚
だ
！
“ 

”
主
役
と
脇
役
を
明
確
に
“ 

等
を
解

説
（
著
者
は
国
画
会
等
で
今
も
活
躍
中
の
佐
々
木

豊
） 
 

 

 

京
都
支
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展 

 
神
内 

巍 
 

去
る
七
月
一
七
日
か
ら
二
二
日
ま
で
の
六
日
間

西
宮
市
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
雛
」
で
第
一
九
回
「
京
都

支
部
小
品
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
作
品
を

販
売
し
、
売
上
の
一
部
を
東
日
本
大
震
災
へ
の
義

援
金
と
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
で
あ
る
。 

出
品
作
品
は
Ｓ
・
Ｍ
以
下
の
小
品
と
し
、
支
部
会

員
一
八
名
中
一
六
名
が
出
品
、
絵
画
七
〇
点
・
工

芸
五
〇
点
合
わ
せ
て
一
二
〇
点
が
出
品
展
示
さ
れ

た
。 作

品
内
容
は
油
彩
・水
彩
・風
景
・
静
物
・
抽
象
・

コ
ラ
ー
ジ
ュ
な
ど
表
現
・
技
法
と
も
多
彩
で
あ
り
、

さ
ら
に
陶
工
芸
作
品
も
茶
器
・
花
器
・
酒
器
な
ど

多
様
な
展
示
が
で
き
、
会
場
の
雰
囲
気
と
も
マ
ッ
チ

し
て
素
晴
ら
し
い
展
覧
会
と
な
っ
た
。 

ま
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
展
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、 

ボ
ー
リ
ン
グ
画
家 

米
国
美
術
の
革
命
児 

 
 

ジ
ャ
ク
ソ
ン
・ポ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 

シ
リ
ー
ズ
画
家
伝 

大
石 

亨 
 

今
、
世
界
一
高
値
で
売
れ
る
画
家
、
戦
後
米
国

の
美
術
界
に
革
命
を
起
こ
し
た
画
家
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

ポ
ロ
ッ
ク
は
一
九
一
二
年
に
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
の
農

家
に
生
ま
れ
た
。
十
八
歳
の
時
、
家
を
出
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
移
住
。
地
方
主
義
の
画
家
ベ
ン
ト
ン
に
師

事
し
た
。 

 

折
か
ら
米
国
は
大
不
況
に
お
そ
わ
れ
、
政
府
は

画
家
救
済
の
た
め
雇
用
促
進
局
を
新
設
、
連
邦

美
術
計
画
を
実
施
し
た
。
ポ
ロ
ッ
ク
は
幸
い
壁
画

部
門
に
採
用
さ
れ
、
な
ん
と
か
画
業
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
。 

 

同
じ
頃
、
画
家
シ
ケ
イ
ロ
ス
が
「
実
験
工
房
」
を

開
設
。
こ
れ
に
参
加
し
た
ポ
ロ
ッ
ク
は
壁
一
面
に
塗

料
が
ス
プ
レ
ー
や
エ
ア
ブ
ラ
シ
で
吹
き
付
け
ら
れ
る 

壁
画
制
作
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
。
こ
れ
が
後
年

ポ
ロ
ッ
ク
の
ボ
ー
リ
ン
グ
画
法
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
に

違
い
な
い
。 

 

一
方
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
は
一
九
三

六 
 

六
年
に
「
キ
ュ
ビ
ズ
ム
と
抽
象
芸
術
」
展
、
三
九
年

に
ピ
カ
ソ
の
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
が
展
示
さ
れ
た
。
ポ
ロ
ッ

ク
は
こ
れ
に
強
烈
な
衝
撃
を
受
け
た
。 

 

ベ
ン
ト
ン
を
離
脱
し
独
自
の
画
を
目
指
す
ポ
ロ
ッ

ク
は
苦
悩
多
く
、
つ
い
酒
に
溺
れ
医
師
に
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
症
と
診
断
さ
れ
る
始
末
。
し
か
し
絵
に
か

け
て
は
ベ
ン
ト
ン
を
脱
却
、
現
代
の
あ
ら
ゆ
る
美
術

表
現
を
貧
欲
に
吸
収
す
べ
く
制
作
に
没
頭
し
た
。 

 

一
九
四
二
年
、
大
財
閥
ソ
ロ
モ
ン
・
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ

ム
の
姪
ベ
ギ
ー
が
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
収
集
の
た
め

「
今
世
の
芸
術
画
廊
」
を
開
設
、
ポ
ロ
ッ
ク
は
「若
い

芸
術
家
の
た
め
の
春
の
サ
ロ
ン
」
展
に
出
品
。
そ
の

作
品
に
感
激
し
た
ベ
ギ
ー
は
ポ
ロ
ッ
ク
と
出
展
契

約
を
交
わ
し
た
。 

 

契
約
以
降
約
十
年
間
ポ
ロ
ッ
ク
は
大
作
を
続
々

発
表
。
ポ
ロ
ッ
ク
独
特
の
ボ
ー
リ
ン
グ
手
法
の
抽
象

絵
画
が
生
ま
れ
、
世
界
中
の
画
家
か
ら
注
目
さ

れ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
一
九
五
〇
年
の
あ
る
時
、
突
然
禁
を

破
っ
て
酒
を
飲
み
元
の
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
症
に
戻
っ

た
。
制
作
意
欲
は
減
退
、
画
風
も
一
変
。
五
十
四

年
以
降
は
絵
も
描
か
ず
、
つ
い
に
最
後
の
事
故
死

の
日
を
迎
え
る
に
い
た
っ
た
。
一
九
五
六
年
八
月

一
一
日
自
殺
に
も
等
し
い
自
動
車
事
故
で
死
亡
。

享
年
四
十
四
歳
。 

  ３６回展ポストカードに関して (図録担当土屋政夫) 

 今回のポストカード代金は図録の写真を転用するこ 

とで格安になっています。図録発行のない来年度も、 

格安のポストカードが出来るよう業者との折衝やシス 

テムを構築する努力してまいります。ついては今回多 

数の図録・ポストカード注文数が要件なので、多くの 

方の申し込みをお願いします。 

事務局から 

＊表彰式、懇親会の出席返信はがきの投函をお忘
れなきようお願いします。 

＊例年と同様芳賀先生による画評を行います。ご希
望の方：６日１３：３０分～１５：００、７日１４：００～１
５：３０会場にて受付します。 

＊京都巡回展実行委員長に小宮山委員が選出され
ましたのでお知らせしておきます。 

数
年
前
に
尋
ね

ま
し
た
。
自
分

流
？
の
画
法
で

活
気
に
満
ち
た

赤
茶
け
た
煙
突

の
街
を
作
品
に

出
来
れ
ば
と
の

思
い
か
ら
で
し

た
。 

 

し
か
し
、
三
十

数
年
の
時
の
流

れ
は
街
を
一
変 


